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Japan-Korea-Taiwan Joint Symposium on Pediatric Neurosurgery 2026参加報告記 
 

神奈川県立こども医療センター脳神経外科 

林 朋子 
 

2026年 7 月 10 日から 12 日にかけて第 1 回 Japan-Korea-Taiwan Joint Meeting が台湾・林
口で行われ、参加させていただきました。 
本会はこれまで韓国と２カ国で行っていたジョイントカンファランスに台湾が加わり、記念

すべき第 1 回の会でした。 
はじまりは 4 ヶ月ほど前、奈良県立医科大学の朴永銖先生より、横浜市立大学にお声がけいた

だき、神奈川県立こども医療センターの広川大輔先生からやってみないかと打診がありました。 
話があった時に非常に悩みました。 
私自身、医者になって 16 年と、年数からみたら恥ずかしながら中堅というかベテランの域

に達しつつありますが、国際学会での発表の経験はありませんでした。 
小児神経外科に携わって計 6年間ほど経ち、診療経験が深まってきており、次のステップと

してチャレンジしたいと思いましたし、私生活において余裕が出てきたこともありました。 
子どもを出産してから、海外おろか国内の学会活動など、家を留守にしにくかったのですが、

子どもが 4 歳と 7 歳になりかかりきりだった親の手を離れつつあることと、子どもを学会に連
れて行って外国の雰囲気を味合わせてあげたいなぁと思ったのが、参加を決めたもう一つの理
由です。 
発表の準備は一から大変でしたが、抄録や発表と広川先生のサポートがあり、また自分でも

言葉では伝わりにくいぶん、イラストや図で見せる工夫をしました。 
JKTジョイントカンファランスでは、前日、台湾を代表するカバランウイスキーの試飲会を

含む歓迎夕食会が開かれ、また会が終了した次の日には陶芸体験ができる泰華陶器工房への文
化ツアーも企画されていました。 
私はというと、そのような訳で 4 歳の娘と、子守役として祖母と共に会に参加する計画で

着々と準備を進めていました。しかし、会当日にスーパー台風が台湾付近を襲来する見込みが
高くなり、4日前に完全オンライン開催となることが決定しました。 
会当日は暑く、夏空となった日本の自室でパソコンを開いて JKT カンファランスに参加し

無事発表を終えることができました。 
オンラインでしたので、やはり国際学会に参加したという実感は持ちにくいのが正直なとこ

ろでしたが、英語でのディスカッションはついていくのがやっとで、もっと自分もディスカッ
ションに参加したい、英語が聞けるように、話せるようになりたいとモチベーションが湧きま
した。 
声をかけていただいた朴永銖先生、広川大輔先生に改めて御礼申し上げます。 
余談ですが、スーパー台風に見舞われたものの、私が予約した飛行機は欠航にならず、その

1 便あとが欠航となりました。欠航なら飛行機代の返金がありましたが、定刻通りの出発の場
合、キャンセルは全額返金なしとなることが判明しました。 

私・祖母・娘３人×往復分で払った飛行機代 22 万円をそのまま捨てることができず、結局
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さらに追加で4万円払って延期することにしました。プライベートで台湾旅行に行ってきます。
また、台湾で予約していたホテルも全額返金はなしで、無断キャンセルでさらに追加で 100％
キャンセル代がかかるとのこと、慌ててキャンセルしました。 

海外に行く際は予期せぬ事態に備え、キャンセルしても返金される条件で探した方が良いと
痛感しました。以上です。 

 

 

 


